
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネイパル足寄 

自然体験を通して、家族の絆を深めるとともに災害時に生き抜く力を養う 

１ 事業のねらい 

  キャンプ体験などの野外活動や宿
泊体験を通して親子の絆を深めると
ともに、周囲とのコミュニケーショ
ンを図りながら、災害時に対する自
助・共助の意識を高める。 

２ 事業の概要 

 ■期日 R6.8.24(土)～25(日) 
■対象 家族 
■人数 ８家族 2２名 
■場所 ネイパル足寄 
■運営協力 国立大雪青少年交流の家  

北海道「体験の風をおこそう」運動推進事業 

３ プログラム 
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４ ねらいを達成するための活動の工夫 

 ■災害に対する自助の意識を高めるためのプログラム 
  ・参加者が自らナタを使用し火を起こすための薪を割り、ファイヤース

ターターの使い方を実施できるようなプログラムを取り入れた。 
 ■共助の意識を高めるためのプログラム 
  ・テントやタープの設営、ダッチオーブンを使用した調理において家族

や参加者同士で協力するよう促すことにより、災害時に助け合うこと
やコミュニケーションを取ることで共助の意識を高めるプログラム
を取り入れた。   

協力してタープ設営をするこ
とで共助の意識を高める 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 

 ●自助・共助の意識を高めるプログラムを取り入れたこと
で参加者同士がコミュニケーションをとり、助け合いな
がらプログラムを進めることができた。 

 〇参加者の力量がプログラムの進捗に大きく影響するた
め事前の職員研修を充実させ、時間の削減できるところ
を共有し余裕をもったタイムスケジュールを意識する。 

 
キャンプ体験を通して、楽し

みながら親子の絆や災害時に対
する自助・共助を深める。 

５ 事業の評価 

■事業アンケートから 
・「今回の事業で得た知識や技能を、災害時に活用できそうですか」
という項目において全ての参加者が「できそう」「おおむねできそ
う」と回答した。 

・「ブルーシートだけで屋根を作ることで外でも安心して雨風をしの
げることを知った」「麻ヒモを焚き付けとして使い、ファイヤース
ターターで火を起こすことで簡単に点けられることを知った」とい
う声が聞かれた。 

・コミュニケーションに関するアンケートからも「とれた」「おおむ
ねとれた」という回答が多く見られた。 

ファイヤースターターを 
使用した火起こし 

企画のポイント 


